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１. はじめに
大学講義における座学と平行し，調査の基礎力と実践力

を向上させることは，フィールドを対象とする環境技術者
の教育として大変重要である．著者は，社会環境分野での
統合的な教育研究の枠組みの中で，①基礎的知識とその応
用をはかるための座学による 11 のキーワードの段階的理
解，②座学とフィールドのギャップを埋める教室からフィ
ールドへの対象領域の段階的拡大，③フィールド研究を志
向する学生意識の段階的変化，を促進する３つの学びのサ
イクルを実践してきた（図 1）．

こうした取り組みの成果については，カリキュラム実験
におけるビオト－プ構造要素を用いた環境評価 1），ビオト
ープ構造要素に着目した保全・再生教育 2），調査力向上の
ための樹木環境調査 3）および卒業研究における地域住民
との技術コミュニケーション 4），地域の未来像を検討する
ための海洋教育コンテンツの開発 5），として報告した．

しかしながら，これらは実験や卒業研究での取り組みで
あり，講義での取り組みについてはふれられていない．図
1 に示す講義科目「環境構造学」，「環境 NPO/NGO 論」では，
座学とフィールドをつなぐアクティブ・ラーニング（以下，
AL とする）を取り込んで進めている．前述の①の 11 の
キーワードは，AL を効率的に進めるための切り口でもあ
る．
　2016 年 8 月に出された次期学習指導要領に関する中央
教育審議会の審議のまとめにおいても，教育方法としての
AL に踏み込んで言及しており，大学授業の AL による実
施例としても，環境教育分野の実践例としても，講義の取
り組みを報告することは意義のあることと考えられる．

以上のことから，本報告では，「環境 NPO/NGO 論」に
AL を導入して展開する背景を述べた上で，講義の設計，
実施状況，評価，改善について，PDCA に沿って示し考
察を進めることとする．
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２.「環境ＮＰＯ / ＮＧＯ論」とＡＬ
（１）環境教育とＡＬ
　中央教育審議会のまとめでは，AL について『学習内容
を深く理解し，社会や生活で活用できるようにするために
は，知識の量や質と思考力の両方が重要．学習内容の削減
は行わず，「アクティブ・ラーニング」の視点から学習過
程を質的に改善することを目指す』，『学びの本質として重
要となる主体的・対話的で深い学びの実現を目指す授業改
善の視点が，「アクティブ・ラーニング」の視点』などの

指摘がある 6）．
学習者主体の参加・体験学習を重視してきた環境教育は，

AL を先行して実施してきた分野であり，今までもこれか
らも AL との親和性は非常に高いと考えられる．特に留意
されてきた点は，体験時の気づきである．著者の取り組み
においても，図 1 に示すように，気づきのサイクルが設け
られており，講義における関心から理解へ進む過程におい
て，個人およびチームでの気づきの手段として，AL が利
用されている．
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図1 社会環境研究についての統合的取り組みと3つの学びのサイクル 
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（２）「環境ＮＰＯ／ＮＧＯ論」とＡＬでの展開
「環境 NPO/NGO 論」は，行政，企業に続く第 3 のセク

ターとして，現在またこれからの社会での活躍が期待され
ている NPO，NGO を取り上げた講義である．行政，企業
そして NPO，NGO がバランスよく機能することが循環型
社会の形成，持続的開発，地域・地球環境の保全などには
不可欠であるとの考えから，環境に従事する NPO，NGO
の意義や事例，留意点，実践例，課題，展望についての内
容を盛り込んでいる．特に，社会的な変化や変革を生み出
すしくみとして，社会の担い手，将来の職業選択として，
あるいは市民としての環境リテラシーとして，当事者に近
い意識で能動的，体験的に学ぶことが必要であり，AL を

取り入れるのに適した講義と位置付けている．  

３. 講義の計画（ＰＬＡＮ）と構成
　「環境 NPO/NGO 論」は 2014 年度後期から開講されて
いる．2 年目となった 2015 年度の講義計画から，テーマ，
座学内容，演習内容，課題，提出物を表 1 に示した．以下，
各回の構成について，実際の NPO，NGO 活動と対応させ
て概説する．
　（１）第 1 回講義
　講義の目的，到達目標，評価，講義内容，事前事後学習，
注意事項などの説明に加え，①講義を座学＋グループ演習，
または全体演習に分けて実施すること，②グループ演習は，

表 1　講義の構成－座学および演習内容と提出物・課題
表-1 講義の構成－座学および演習内容と提出物・課題 

回 テーマ 座学内容 グループ演習内容 提出物・課題 

1 ガイダンス 学習予定・学習意義の理解 
NPO の立ち上げ準備（グル

ープ分け） 
15 回の活動予定の理

解 

2 環境NGOの事例 
国際舞台で活躍する環境NGOの事例と

理解 
アイスブレイキングと 
自己紹介 

自己紹介資料の提出 

3 
環境NPO/NGOと

は？ 
環境NPO/NGOの意義，様態，歴史と

NPO法 
NPOのメンバー，名称，代

表の決定 
NPO組織情報の提出

4 
ボランティアと

NPO/NGO 
ボランティアとNPO/NGOの共通点・

相違点，環境活動と個人，組織 
チーム強化のアイスブレイキ

ングと課題提示 
居住地域で活動して

いる環境NPO調べ 

5 
全体演習：身近な環

境NPO探し 
環境NPOを身近に感じるための演習 
－身近な地域，特定地域のNPO探し 

作成した NPO デー

タ，地図の提出 

6 
環境NPOとインタ

ープリテーション 
環境NPOの活動におけるインタープリ

テーションの位置づけ，重要性の理解 

視聴ビデオを題材に，自然イ

ンタープリターについての考

察とカードゲームの実施 

インタープリター考

察結果とガードメニ

ュー作成 

7 環境NPOと公共 
環境NPOと法・行政・公共サービス・

公共事業，パートナーシップの理解 
視聴ビデオを題材に町内会に

ついて考察 
意見・議論内容の提出

8 
環境NPOへの参

加・立ち上げ・経営 
環境NPO活動の当事者となる場合の基

礎知識の理解 
設立趣旨書の作成 設立趣旨書の提出 

9 
全体演習：身近な問

題に対する対策提言 
日常目にし，誰もが知っている問題を題材にした演習 
－研究室学生を講師に迎えて 

対策に対する意見の

提出 

10 環境NPO実践(1) 
実践例を通じた環境教育，環境まちづく

り活動の理解 
既往題材を利用した環境教育

メニューの検討 
教育メニューの提出 

11 環境NPO実践(2) 
実践例を通じた環境調査，環境保全・再

生活動の理解 
視聴ビデオについての意見交

換 
意見のとりまとめと

提出 

12 環境NPO実践(3) 
教員のNPO活動経験を通じたNPO活

動の実際についての理解 
地域愛着度に関連したイラス

トの作成 
イラストの提出 

13 
全体演習：身近な問

題に対する合意形成 
千葉県の環境問題，環境NPOと千葉工大生のかかわりに関連した演習 
－研究室学生を講師に迎えて 

合意形成結果の提出 

14 まとめと振り返り 
1～１３週目までの講義内容および演習

内容のまとめ 
提出資料の返却と活動の振り

返り 
活動振り返り結果の

とりまとめ 

15 期末試験と展望 
期末試験の実施，環境NPO／NGOの今

後の展望 
活動報告書の作成 

NPO活動報告書の提

出 
 
（２）「環境ＮＰＯ／ＮＧＯ論」とＡＬでの展開 
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第 1 回から第 15 回までの積み上げ形式となること，③ 4
回に 1 回，全体演習が用意されていること，を周知する．
グループ演習は日々の活動，全体演習はイベント活動に例
えることができ，その成果はどちらも第 15 回に作成する
講義の取りまとめ，すなわち活動報告書のコンテンツとな
る．
　第 1 回のグループ演習では，仮想の NPO の立ち上げと
して，受講者 4 ～ 5 名からなるグループ分けを行う．
　（２）第２回講義

受講者がテレビのニュースや新聞などで目にすること
の多い環境団体として，国際的な NGO の事例，国内の
NPO の事例を紹介する．活動の歴史が長いあるいは多数
の会員をかかえる団体も最初はごく少数の集まりからスタ
ートする．グループ演習では面白がることのできる雰囲気
づくりが重要であることから，アイスブレイキングを利用
してグループメンバーの自己紹介を行う．
　（３）第３回講義 
　環境 NPO，NGO の定義，国内，国際連合での解釈，海
外の NGO や我が国の NPO の歴史，NPO の意義，特定非
営利活動促進法について理解する．NPO，NGO の相違に
ついては，国内で活動する非営利の民間団体，国際協力
に携わる非政府組織の民間団体として，第 3 回以降は主に
NPO に言及していくことを周知する．第 3 回のグループ
演習では履修も確定することから，NPO グループの名称，
代表を決定する．あわせて，次回以降のグループ演習で使
用する資料，教材を紹介する．
　（４）第４回講義
　著者自らの NPO 経験を踏まえて，誤解の多いボランテ
ィアと NPO，NGO の共通点や相違点，環境活動と個人，
組織の関係性について概説する．ボランティア活動の実際
について，ビデオを視聴し理解を深める．第 4 回のグルー
プ演習では，次回の全体演習を前にグループ強化のアイス
ブレイキングを実施し，その後，全体演習課題の内容と事
前の準備について説明する．
　（５）第５回講義・全体演習
　第 4 回まで講義を進めても，NPO，NGO が遠い存在と
感じたままの学生も多い．第 5 回に実施する全体演習では，
学生の居住地域（市町村レベル）で活動している NPO，
NGO について調べてきたことをグループ内で共有するこ
とから演習を始める．その後，対象を地域（県レベル）に
広げ，登録 NPO 法人および非登録の市民活動から NPO
活動拠点の地図を作成する．
　（６）第６，７回講義
　基礎的な事項の理解が進んだところで，NPO の重要
な側面について 2 回にわたって学習する．第 6 回では，
NPO の活動の個人的な技術の側面として，インタープリ
ターの位置づけ，重要性，役割と資質について理解する．
第 6 回のグループ演習では，講義中に紹介するフリーマン・
チルデンの 6 つの原則 7）に従って自身の環境体験を踏ま
えたインタープリテーションについての考察を実施する．

インタープリテーションでは，小道具などの利用も可能な
ことから，事前に配布した教材を用いメッセージ性につい
ての考察を加える．
　第 7 回では，2 章でも示した NPO，NGO 活動の公共性
について理解する．ここではパートナーシップの重要性を
学習する．第 7 回のグループ学習では，講義の NPO に相
当する地縁社会のうち，町内会の現状についてビデオを視
聴し，グループ内で議論を進め意見を提出する．
　（７）第８回講義
　第 8 回の座学では，NPO の活動や運営の当事者になる
可能性をふまえ，NPO の参加，立ち上げ，経営の基礎知
識について理解を深める．第 8 回の演習では，座学で紹介
する NPO 関連の書類例をふまえ，各グループの書類を作
成する．
　（８）第９回講義・全体演習
　第 2 回の NGO の事例紹介でも示したように，政策等の
提言を行う環境 NPO，NGO もある．そこで，全体演習では，
受講生全員が少なからず目にしている問題をテーマに，対
策提言の演習を実施する．市民の勉強会などでは専門家を
招いて基礎的理解を深めてから議論をすることが多いこと
から，2014 年，2015 年いずれも，著者の研究室 4 年生が
自身の卒業研究テーマと進捗状況にもとづき講師を務めて
いる．
　（９）第１０～１２回講義
　第 10 回から 12 回の座学では，環境 NPO の代表的な活
動領域の実践例を紹介する．第 10 回では環境教育，環境
まちづくり，第 11 回では環境調査，環境保全・再生，特に，
第 12 回では，著者自ら参画する海辺つくり研究会 8）の活
動経験を示し，NPO 活動の実際について理解を深める．

グループ演習については，第 10 回で環境教育メニュー
の検討を行う．第 11 回では，環境保全活動の実践例のビ
デオを視聴し，グループ内の意見交換を行う．第 12 回では，
著者自身の NPO 活動での取り組みと思いを伝え，地域に
対する愛着度を問う試みとしてイラストを作成する．
　（１０）第１３回講義・全体演習
　身近な問題に対して対策を提言した第 9 回全体演習に続
き，合意形成の演習を実施する．市民の勉強会では具体的
なシナリオが専門家から提示されて議論することが多く，
ここでは卒業研究の調査や成果を利用しシナリオを例示す
る．
　（１１）第１４回講義
　座学の取りまとめとして講義の復習を行うとともに，第
1 回から第 13 回までのグループ演習，全体演習の振り返
りを行う．提出物の返却と合わせ，個人の振り返り，グル
ープの振り返りを行う．
　（１２）第１５回講義
　期末試験の実施後，講義内のすべての成果物，提出物を
グループでとりまとめ，NPO の活動報告書として提出す
る．
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４. 講義の実践（ＤＯ）
2014，2015 年の実際の講義から，グループ演習，全体

演習による AL の部分の実施状況を示す．
　（１）第１回講義・グループ演習

本来，NPO は活動の自発性に特徴を有するため，グル
ープも共通目的をもって作ることが望ましい．過去 2 回の
講義では，著者の研究室学生がファシリテータとなりグル
ープを形成していく積極的な方法とくじ引きによる方法を
試みた．
　（２）第２回講義・グループ演習
　名前を記入できる白紙を配り，自分のニックネームと可
能であれば PR の一言を書き入れた似顔絵を作成した．そ
の後，メンバー間での自己紹介を行った（図 2）．

図 2　自己紹介用に描かれた似顔絵の一例
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表2 提案された仮想のNPOの名称 
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　（６）第６回講義・グループ演習
　インタープリターとは，職業や資格ではなく役割であ
る．メッセージを自分の感性を媒介にしてわかりやすく伝
達することが要求され，環境分野における活躍の場が多数
ある．自然観察にかかわるインタープリターのビデオを視
聴し，自身の原体験と自らが伝えたいメッセージについて
考察し，グループ内で共有した．

また，インタープリテーションの手段として，道具を使
うことも少なくないことから，その一例として第 3 回講義
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時に配布した地球カードゲームマイアース 10）の対戦を経
験した．使用するカードに多くのメッセージが含まれるこ
とから，新しいカードの作成を次回提出の課題とした．
　（７）第７回講義・グループ演習

近年，都市域の再開発等により，昔から地域に居住する
住民と新たに移入した住民が混在するようになり，地域の
ボランティア組織である自治会（町内会）の存続や諍いが
問題になることが多くなっている．また，第 3 のセクター
としての自治会の役割も増えてきている．こうした事例を
紹介するビデオを視聴した後で，グループ内で町内会の役
割や存続について意見交換し，議論を進めた．
　（８）第８回講義・グループ演習
　NPO 法人立ち上げ時の書類の一つとして，各グループ
の設立趣意書を，ひな型を参考に作成した．趣意書作成の
各段階で，それぞれのグループの名称との整合性が問題に
なることから，（３）で述べたようにグループ名を再検討
した．
　（９）第９回講義・全体演習

身近な問題として，最近学内でも目立つムクドリの問題
を取り上げた．かつて田園地帯で生息し，農作物に害を及
ばす昆虫類を餌とする益鳥として親しまれていたものの，
里山の開発によって都市に進出したムクドリの多くが駅周
辺を塒としている．こうした塒の周辺ではムクドリの鳴き
声による騒音，糞の悪臭，衛生面等で問題視されているが，
抜本的な対策はない．本学に通う学生も津田沼駅前および
キャンパス内でこうした状況を目にしていることから，
ムクドリを研究する 4 年生 11）が用意したクイズ形式での
基礎理解の後に，グループで対策を議論した．
　図 5 は，ムクドリが引き起こす問題として与えられた選
択肢（複数可）からの回答状況である．また，対策として
は，糞・羽の活用，看板等での理解促進，校内での人工的
な塒の設置，駐輪場等への屋根の設置，舗装路から土の道
路への転換，地域のキャラクター化などが挙げられた．

図 5　ムクドリが引き起こす問題（2015 年受講生）

（１０）第１０回講義・グループ学習
　第 3 回の講義時に配布した eco 検定公式テキスト地球教
室 12）　を利用した小学生向け環境教育メニューを検討す
る予定であったが，時間が不足したことから課題の意図と

説明にとどめた．
　（１１）第１１回講義・グループ演習

市民等による環境保全や再生の既往事例においては，強
烈なパーソナリティのもとで進められてきたものが少なく
ない．そこに集まる人たちの共感とグループのパーソナリ
ティの成熟が大きな駆動力となる．ここでは，人に注目
した実践例の分析として，諫早湾干拓反対活動の山下博
文 13），藤前干潟埋め立て反対活動の辻淳夫 14）について客
観的な説明を加えた上で，本学のある習志野市に位置する
谷津干潟を取り上げた．干潟の保全とゴミ問題の経緯にか
かわった一人の市民の記録ドキュメンタリービデオを視聴
し，意見交換を行った．
　（１２）第１２回講義・グループ演習

著者が多摩川で実施してきたトビハゼ調査 15），稚仔魚
調査 16），市民環境調査 17）について紹介した後，自身の多
摩川に対する愛着度を伝えた．その後，NPO 活動におい
て地域への愛着が大きなモチベーションとなることから，
次回の全体演習で対象とする習志野市のイラスト作成を行
った．
　図 6 は，作成されたイラスト例であり，原図のまま掲載
した．限られた時間内での未完成品ではあるが，自衛隊の
駐屯地がある街，人々が集まる街，干潟のある街といった
特徴が描かれている．

図 6　習志野市地図イラストの一例
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　（１３）第１３回講義・全体演習
　千葉県の環境問題を概観し，習志野市の清掃工場の長寿
命化，ごみ処理の課題，有料化政策のメリット，デメリッ
ト，研究室の成果 18）を説明した上で，ごみの有料化に対
し賛成・反対の意思表示とその理由を議論した．各グルー
プは，自らのグループの意見をふまえて他のグループと交
流し，同じ意見なら意見交換を，食い違う意見なら議論を
し，それらの結果をまとめた．

表 3 は，グループ内および他グループとの交流後の意見
を示したものである．同一の条件を設定しながら，グルー
プ内個人間，グループ間で意見が異なること，交流の結果，
意見の変更が見られることなど，合意形成の流れや難しさ
が理解された．
（１４）第１４回講義・グループ学習

　NPO の活動や環境教育においては，最後の振り返りが
大変重要であり，気づきの確認作業ともいえる．講義では，
返却された提出物を見直し，仮想の NPO 活動への参加の
積極性や自己評価，改善点などをまとめた．
　（１５）第１５回講義・グループ学習
　期末試験終了後に，試験対策用に返却した成果物をファ
イルにとじ込み，活動報告書を作成した．

５. 講義の評価・改善（ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴ）
　現在までに半期全 15 回の講義を，2 年にわたり実施し
てきた．以下，今までの評価，改善項目について示すこと
とする．
　（１）グループ編成とメンバーの変更
　15 コマまでの運営上，第 1 回のガイダンス時にグルー
プ分けを行っているが，履修変更や出席状況によってメン
バー構成が変わってくる．アイスブレイクの有無でグルー
プワークの効率も変わるものと思われるが，NPO 活動は

自発的で強制的でないという講義内容に従って，受講者に
は柔軟に対応してもらっている．
　（２）演習の道具，教材
　入学時に配布済みの iPad–mini を利用することを前提と
した．演習時に閲覧先を指定して情報を入手し，分析に供
した．
　資料としては，教員の用意したビデオ，環境教育の資料
や道具を適宜用いた．講義中のメリハリ，受講生の多様な
かかわりの場を確保できる点で，今後も工夫が必要と思わ
れる． 
　（３）関心の誘導
　受講者の関心を引き出すために，90 分を利用した 3 回
の演習では，居住地域，大学内もしくは大学周辺，地域へ
と徐々に対象領域を広げる工夫をした．また，専門家に相
当する講師には，研究室の学生をあてることで，各研究室
に配属したばかりの受講生の興味も増したものと考えてい
る．
　（４）成果物の積み上げ

通常の講義では，課題提出，小テスト等，講義ごとに
設けられていることが多い．本講義では，個人，グループ
の成果としての提出物を積み上げ，最後に報告書の形で演
習としてのまとめを行った．試験による座学のまとめとあ
わせて有効な手段であると考えている．

あわせて成績の評価も，基礎的な学習事項の確認と演習
の個人的な振り返りを問う期末試験，個人の提出物，グル
ープの提出物，これらを取りまとめた最後の報告書により
総合的に評価が可能となる．
　（５）ファシリテータ
　演習にあたり，受講生の人数，目配り，教員ではないア
ドバイス役の存在などの点から，ファシリテータ役がいる
ことが望ましい．限られた範囲ではあるが，過去に同じ講
義を受講した研究室院生や研究室学生を充当した．
　（６）実体験の必要性
　いろいろな工夫で AL を試みているが，NPO への参加
などの実体験もあったほうが望ましい．著者の研究室の成
果を発表しているエコメッセちば，著者もかかわる東京湾
大感謝祭の参加，研究室学生が参加する印旛沼フェスタ，
著者が会員となっている NPO の活動紹介など，イベント，
活動案内などを適宜アナウンスしている．
　（７）講義後の発展
　「環境 NPO/NGO」論の受講生のうち，約 10 名が社会
環境分野に取り組む著者の研究室に配属される．海岸整備
活動に参加する学生，竹林の整備活動に従事する NPO の
活動に参加し，竹林整備の基本を学び自身の研究に生かす
学生，東京湾沿岸の NPO の環境調査に参加し研究データ
を集める学生，千葉県の NPO と地域性を調べる学生など，
卒業研究でも活かされている．また，地域調査において，
地元の NPO の人たちとの積極的なコミュニケーンにも役
立っているものと思われる．

表 3　ごみの有料化に関する合意形成の演習結果
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６. おわりに
　工学部 3 年生の環境系講義における実践的な内容提供
の工夫として，「環境 NPO/NGO 論」における AL の取り
込み事例について報告した．本講義は，学部改変により
2017 年度で閉講となるが，本報告においてとりまとめた
ことを機に，一層の講義内容の充実と AL への取り組みに
注力したい．大学生向けの環境教育分野の AL の大きなね
らいとして，気づきの先にある思考の深化を考えているた
めである．
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